


 

 

長野県障害者福祉センター（サンアップル）の概要 
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をサンアップルが紹介し、逆に一般のスイミングスクールで泳いでいる聴覚障害者に、障害者の水泳大

会を案内し参加してもらうなど、互いに協力関係を築いている。 

・ 2010 年度からサンアップルと長野県障がい者スポーツ協会で始めた「障害者スポーツ研修会」に、障

害の無い人を対象に指導することが多い健康運動指導士会長野県支部にも協力を要請し、3 者で障

害者スポーツに関する情報共有を目的とした研修会を開催している。 

 

5．障害者スポーツ指導者の問題点・課題 
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一般社団法人 秋田県障害者スポーツ協会             

秋田県障害者スポーツ指導者協議会                                      

スポーツ推進員の雇用と出張指導 （協会） 

総合型地域スポーツクラブとの連携事業を実施 （協会） 

障害者スポーツ団体連絡協議会を開催し、諸課題の検討・解決を図る （協会／指導協） 

 

1．設立の経緯 

2007 年開催の第 7 回全国障害者スポーツ大会「秋田わか杉大会」に向けて、2001 年に秋田県障害者

スポーツ協会、2002 年に秋田県障害者スポーツ指導者協議会が設立 

 

2．指導者の状況 

【協会】： スポーツ推進員（3 人） 

スポーツ推進員は、県内の障害者スポーツ指導の中核となる人材として、協会が職員として雇用してい

る指導者である。 

・ 性別および年代：30 代の男性 1 人、女性 2 人 

・ 資格：障害者スポーツ指導員資格(初級 2 人、中級１人)、 

3 人とも体育系大学を卒業しており、中学･高校保健体育教員免許を保有 

・ 活動回数：出張指導だけでも県内全域を土日も含めて年 200 件ほどを行っている（2011 年 185 回、

2010 年 222 回）。依頼主は、障害者団体、障害者競技団体、特別支援学校、障害者関連

施設、個人など。 

・ 活動場所：学校やスキー場、スケート場、市の体育館・プールなどさまざまである。冬場は特別支援学

校のスキー・スケート支援も多い。 

・ 活動謝金：県の委託事業によりスポーツ推進員を採用しているため、出張指導は無償で実施している。 

・ その他：スポーツ推進員が依頼を受けて活動する際に、サポートスタッフが必要な場合は、指導協の指

導員や競技団体に協力を仰いでいる。なお、地域からの依頼に対して指導協の指導員のみ

で対応することはない。 

 

【指導協】： 障害者スポーツ指導員（135 人） 

・ 資格種別：初級 77 人(57.0％)、中級 24 人(17.8％)、上級 3 人(2.2％)、障害者スポーツコーチ 2 人

(1.5％)、 

各競技審判員など。 

・ 性別：男性 76 人(56.3％)、女性 59 人(43.7％） 

・ 年代別：60 代 40 人（30.0％）、50 代・40 代各 27 人（20.0％） 

秋田県には資格取得の認定校がないため 10 代・20 代は少ない（10 代１人、20 代 2 人）。 

・ 活動謝金：原則なし。協会主催事業への派遣の場合は、協会より活動謝金１回 1,000円を支給 

・ その他：日障協登録の秋田県のスポーツ指導員は 220 人で、その内の 6 割しか県の指導協に登録して

いない。一方、県の指導協に登録しているが日障協には登録していない指導員もいる。その理

由の一つとしては、日障協への登録料が 3,500 円で、さらに秋田県の場合は指導協への会費

にも 1,000円がかかるためである。 
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3．指導者養成・研修 

＜協会＞ 

・ 秋田県障害者スポーツ協会が、初級スポーツ指導員の養成講習会を年 1 回実施している。2012 年は

10 人が受講し、うち、総合型地域スポーツクラブ関係者が 2 人、スポーツ推進委員が 2 人含まれてい

た。 

・ 競技審判員や補助員の養成を行っており、2012 年度はサウンドテーブルテニスと卓球バレーを対象と

した。 

＜指導協＞ 

・ 障害者スポーツ指導員に対して、自主事業で実技研修を年 2 回実施し、コートの作り方や審判の仕方

を再確認している。2012 年はフロアカーリングとボッチャを対象とした。研修の対象は登録者全員であり、

参加は 40 人程度で 40～50 代が多い。会員ではないがホームページを見て障害者関連施設から参加

する人もいる。 

 

4．指導者養成等にかかる予算 

＜協会＞ 

協会の年間事業予算（2012 年度）は、約 3,000 万円。初級の障害者スポーツ指導員養成事業は、約

40 万円（1.3％）スポーツ推進員の設置事業費として 1,192 万円（38.2％）が計上されており、ともに県の

委託事業である。 

＜指導協＞  

指導協の年間事業予算（2012年度）は36万円。指導者養成に関連する費用は、実技研修会事業費の

7 万円（19.4％）である。なお、収入は主に会費収入 14 万円（一人当たり 1,000円）と、日障協からの還付

金19万円が主となる。還付金とは、日障協から各地域ブロックに登録料の一部が還元される仕組みのこと

で、日障協への毎年の登録料（一人当たり 3,500円）から東北ブロックに還付された 1,000円のうち、一人

当たり 800円が県の指導協に還元される。 

  

5．組織間の連携状況 

＜協会／指導協＞ 

・ 協会は教室・各種大会の開催、全国大会への選手の派遣、県内障害者への運動指導などの事業を実

施する際に、必要に応じて指導者や審判員としての障害者スポーツ指導員の派遣を指導協に依頼し、

指導協は指導員の調整・確保を行う。 

・ 協会は、日本障害者スポーツ協会からの委託事業「地域における障害者スポーツの推進事業」を、

2012 年から 3 年間実施している。在宅障害者と総合型地域スポーツクラブとの交流を進め、地域で安

全かつ継続的なスポーツ活動ができる環境の整備を目的としている。指導協の障害者スポーツ指導員

もクラブでの活動をサポートする。現在、対象となっているクラブは、秋田市グリーンスポーツクラブ、横

手市大森スポーツクラブさくら、三種町の 3 クラブ(琴丘スポーツクラブ連盟、山本地域スポーツクラブ、

八竜地域スポーツクラブ)である。 

・ 秋田県障害者スポーツ団体連絡協議会（指導協を含む 17 団体で構成）を年に 2 回開催し、各団体が

抱える諸課題を検討し、解決を図っている。以前、県内に障害者専用のプールが無いため、障害者ス

ポーツ競技団体から一般のプールの利用要望を受け教育委員会等へ相談・調整し、一般のプールの

利用を可能にした例がある。 

＜協会＞ 

・ 秋田県特別支援学校体育連盟の大会へスポーツ推進員を派遣している。また、知的障害者バスケット
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一般社団法人 秋田県障害者スポーツ協会の概要 

○所在地：秋田県秋田市旭北栄町 1-5 秋田県社会福祉会館内 5階

（秋田県心身障害者総合福祉センター同施設） 

○設立年：2001年 4月。2012年 10月に法人化 

○会員数：団体 40、個人 70人(指導員・障害者とその家族) 

○会 費：団体 10,000円、個人 1,000円 

○事務局：4人（事務局長 1人、スポーツ推進員 3人） 

秋田県障害者スポーツ指導者協議会指導協の概要 

○所在地：同上。協会内にデスクを設置 

○設立年：2002年 6月 

○会 費：1,000円 

○会員数：135人（会員＝指導員） 

ボールについては、強化チームのスタッフとしてスポーツ推進員が 1 人関わっている。 

・ 秋田県体育協会（県体協）には、総合型地域スポーツクラブとの連携事業を実施する際の、候補となる

クラブの選定および連絡調整を依頼している。また県体協は、初級スポーツ指導員の養成講習会に関

する情報提供を積極的に行っており、総合型地域スポーツクラブのクラブマネジャーや事務局長等の

受講者が増えている。 

・ 理学療法士や作業療法士とは、2007 年の全国障害者スポーツ大会「秋田わか杉大会」以降、県大会

でもブースを作り、大会をサポートしてもらっている。 

・ 県内の障害者スポーツ競技団体と連携を図り、各種大会への審判員の派遣を依頼している。 

＜指導協＞ 

・ 県内の各障害者スポーツ団体（県身体障害者スキー協会、県サウンドテーブルテニスクラブ、県ボッチ

ャ協会など）と連携している。 

・ 一般の競技団体では、県卓球協会と連携がとれている（指導協の会長が、県卓球協会の副理事長を

兼任しているため）。 

 

6．障害者スポーツ指導者の問題点・課題 

＜協会＞ 

・ 指導者の高齢化（恒常的に活動しているのは 60 代）、活動できる指導者・指導員の固定化、若手指導

者の育成（職場優先のため参加稼働率が低い）が課題。 

＜指導協＞ 

・ 指導協登録者の指導員は、福祉関係者が多いため、行事や仕事が重なり派遣が難しい。また、若手

指導員は夜間か早朝にしか連絡がとれず人員の確保が難しい。結果的に 60 代しか活動ができてい

ない。活動できる指導員の固定化が課題である。 

・ わか杉大会終了後の登録者数の減少が課題である。 

・ 事業予算の不足も課題。積極的な活動ができない。以前、ある法人から数百万円の補助金を受けた

ことがある。やはりボランティアでは活動に限界がある。 

スポーツ推進員の活動の様子（卓球バレー） 
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